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2月 第 1021i農仰主爾礼揮説教甕約

82月  6圏 :理 ハネ罐音警 3116… 21.

「 信じる者の命 」

・2月 13聞 |ヨ ハネ橿音警 4i43時 54.

「 玉の役人なれど 」

衣笠病院教会 牧機雨富原晃―農諄



輻滝檬矢 《イ‡ど
｀
あ理類のデト》

枠械、そ砕識り争をお与え|(な ったほど11、 誉な変↑よヽノ饉。織P争 き

確ぜる者が一人も朧がな`ヽ`で、ふ範の命争得るノ1ぬ で'あ る。

Jノ ネヽで3鸞輩吟3輩 ′ぶ漑静の會鸞は、ま織新詳む留
・
‡春縫ヒてれされた言

機の十械で最も慾み輝れ 會`欝で
｀
すく、:職 縁留輩だ|ナ lt購筵ずると、諸馬の

23,篤 の曹澤輝(こ れit遠 、ヽ感麟辞覚える方もヽ`るで
｀
しょう。

爵ハネで島徹會のこの言鸞械「誉争愛された」澪中の黒差別の変を、えず

春ての読嗜置電赫リサ |ナ て、ヽる点で、終ずヒもィ‡仲の有轟き間ヽヽまゼん。

キ・∫スト数綾ではなう`っメ(じ則の継は、この言澤調(よ って救われ妻した。

さて、響電宅ば
｀
警キイトイiお (「 人々にtて紙1.t｀ ど爆うこと|ま 、人々 |モ もしてあllな れ`。」マタイ|:捕「 :

鍾)と ヽ`われるものは、こちら犠イ奪イ
'Pの

奪押冒f瞬 ヽ`までんが、この言景うヾ

「封¬ う`ら慮たのものう`奮か較問われず :〔
jえ輩 してヽ`ます。「 捜,う f`｀ 4

者、餐うべうヽらず。」と同標 |(。 こちら1倉 、枠で
｀
:ま なヽ`人間パウ9が、テサ

響二ヶ叡会の恙け者 ら1(鱒 ヒ争与えメξ管をの市鸞て
｀
した。別′史、整輩の

精神 |=濃、1っ た薄燿て
｀
も何で

｀
もヤく、このせて

｀`
独リナき争してヽ`ます。

イヤ嗜ヾ脅の拡り争争お与え|(くだ″)メξ時代ど:欝 楡暦・∫鸞縫、季イ奪仲が蔓鑢

ヒ(ま ばめノξ貫奪代ず、9-マ 豊帯 1壼 儀鏃き澪や球事イヒt´ 、イ言,数 の向心の凍員ttと

ぼ譲畿it伝飢索数の構り議い仁摯めており蚤ヒ_メ1.奮響のオやもその負も

オ議崎イヒオ弊/ξ 寿などな 1,、 製織者の権薦も氏畿の量真も華哺卜漁すれ、健俸

馬の常多酸化ぅヾ斑亀んだ時代てず。イ中うヾ満き詩 して、その数り子な場った時

ィ代鶯鵞き、わメ《tノ《ち|ま 瞳縣 t_な |サ 輩tば なり崚だん。

人の子とこて嘴
…てみれ、書う`1(こ の燿電t嵐 塊 した神の争キ iリ ストの静

き彙;itt it節 輩ゝノこのば、タロ1麦 と韓会議り,色位it曖 れたユタ
｀`
ヤ人の牧滲千て畿貫

争檬ねノモニ響デモと もヽうス麟毎で
｀
す。手イ驚枠のユダヤ吟韓会参懸ヽ`くくっ

て入接裁
′tず 議会き求めてふ角独 1壼 、「畿」な見てオやとイエスとの密オ奏な

関係き轟観的 lt案書鬱ヒ′(こ と》′争|ず

｀
読す。

この書わ|(麟 Lイ エスぼ畿めて鑢わず Cと もなく、神が求めるユしヽ ｀

人聞鍮争もって逮等 し鱗す。

人は、ふど懺ど11よ って、新'こ く4妻 才ヽな|ナ 象ば
｀
、精の醸懇几るこ

と名、入 ぶ こともて
｀`
幸な ヽヽ。



これ械、ィェスの機の欝 :t血 ちずくど熱脚デ億う《、今ゝ :iや ヴ)自 の歯関會

ltい るわ↓サて
｀
も何で

｀
も亀`ヽヽこと争散えてヽ`教す。「薇き瞬」(ま ここ|(篠 腱

t.て ヽヽらわけで
｀
ばなヽ`ど。

メ1だ 、キ 'リ ストで
｀
あリイウの数り子で

｀
あるイユス争燿寅t腸 つノξ父な`る紳

の変 1威 、銀鵡卜 な`くニコデモ:(も ,農 嗜{オtて ゝ`るこど11縁証 ヒます。準難

、ヽて、もうヽヽちど、十鋭の薦台向から嵐まれ轟ず藤暴械なヽ`のだと。

キ寧禁上で争参議とこたイエス。キ :リ ストの構P俸 争、書局の取締警総

はずit、 T ttit熱 lξ 轟っノ(の はこのえてこた。

感鬼教 《二(領嵐)の 検人な`オ■と 》

ヘロデ入■の、率人動の轟のマルタケ(サ マ ),ア 人)の
'た

暉として上減

蘇ヽノ薔ヘロデ・アンテイパス(殷電θ?…癒率θ7)(1人 ユの凡後、今黎讀上として

ガ薔jラ ヤど″・くレアなム、熱 ヒ戚ヒメ((な鷺:“率…網39)。 イエスの地上の上濃

麟、ほば
｀
こ吟鎮上のTI(お 命ヽォtま t,た が、流れ者のP′ ネヽの毅雪、さらit

イエスのか無守|ナ 数ってヽ`たのもこの頃上です。イムス械薇のこどを、

Fぁ の換」と,も み嫌 1ヽ崚 ヒメ(.

ユルザレムう`ら、機の頌上のガリうヤのカナ|(晨 っメ(イ 黒スの静な節

ねてふノ(の 械こ吟榎ムの略sTの イた人で
｀
す。拡の,亀 子ザ轟熱争嵐し、危篤

棋饉 :こ あるとのことです。範奪械ガ |∫ ラヤ鵡嘩ぬ驚カ`ファルナウムltあ

リイエス|(そ こ威で組診 とてく輩tど の槙鞭ギず。農銀∫陰雛て
｀
も20κ認タス

上橋あり鱗す。とは言え、彎ミ(カ ファルナウム)1篭 械イエスの期けみがあ

り、現槙所ヽ もそこて した。こ寺`と、今嗅1カ ナ分野 :1ヽ て`、歌螺み十て
｀
す。黒

拶盤を季球ψでi通常までT嗜 てふてくれとは、蠣真、のイ主人なもて
｀
はの、半ぼ

オ自拳争凡
´
Fし た態度です。観の上鵞の領上が洗嗜こ者

'ハ
ネを暴んだあげ

く、几 |ミ 量らヒめたと、`う時報機、ガ )ナ 予ヤ春虞嘉1広 まることで
｀
ヒょう。

イ、真スは4費ス♂〔諸 りう` |ナ まず、「 ぁなノ(が た(創救ども`、寺跡 とう`争几

なけれ仁ガ
｀
イ‡薦 ヒなヽヽ 」。こ才t ll、 あきらか lt、 成鳥なく響電ムのイヤ聞|(対 す

礁疑奮き晨瑶 ヒ′
=言鸞て

｀
す。

ィλ人lf饉魔争喚ぬて、総警農 ヒT寧 な輩鸞警もってイユスに馨願 し嗜

ヒ∫ξ。「ふ ま、わ ′〔このサィ農うヾ几 ぬ驚 it、 T呻 て きて く√ξ
・
さ い」 。槙 1重

′今ヽ

度は、戦点の機桑Tの で奥人としてて
い

:ま なく、一人の饉織な鐙華覧どこて、=《 争

ξ鍔て議 .″1,た のて
｀`
これ



イエスはこの時、困難ヤ腋頼人で
｀
あった一人の人藩亀を、イもの人々と穐

標に、豊網なヒ|(費 け家れます。さら1(、 せき愛される神の独 り子 |(オ慇庶

しく愛争もって明す ヒ崚した、「 行きなfヽ 。`あなたの,亀 子は上きてヽ`

る」。その言鸞て
｀
1ながのカファルナウム|(ヽ た`彼のi無 子の本穐嶽ま詩轟ヒ

轟み熱は¬言うヾ争鱗ヒ′ξ。

こうして、検人もその家族 も、こそ
・`ってイエス争イ奮ヒる|(ユ リます。殺

人領上の部下の1■人のままで
｀
。

受の機 も番た上の梅成者械晨期 11血 り、真の神 とその信仲若争罐農ず

ることltな るで
｀
しょう。 しか と、この十の役人のサう`らも、一人、崚ノ(一

人 とキ iリ スト独職lが 生まね育つ時 |(、 9-?十回も、やがてはキ :リ スト

教鰯となってヽ`くで
｀
ありまヒょう。3θ θ率の爵キ争幾て。


